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21027 社会福祉援助技術演習Ⅳａ、ｂ
Seminar in Social Welfare Aid Skills IV 

３年次～
後期
２単位

富樫　美奈子／山中　俊克 W

教職・社福士必（Ｗ）

[授業の目的・ねらい]
　相談閲所業務の具体的な理解と社会福祉援助技術の施行
[授業全体の内容]
　教材用に開発された相談閲所技術の視覚教材や事例を活用して、相談援助場面における社会福祉援助技術の活
用方法を体験的に学習する。現時点で修得している社会福祉援助技術を個々の学生なりに実践し、個別にスー
パービジョンを活用することによって、専門性の習得度の自己覚知することを体験的に学習する。

１．相談援助事例の理解①：講義
２．相談援助事例の理解②：視覚教材による間接体験
３．相談援助事例の理解③：グループ学習
４．相談援助事例の理解④：スーパービジョン
５．具体的な相談援助場面の理解①：事例(児童領域)
６．具体的な相談援助場面の理解②：事例(家族)
７．具体的な相談援助場面の理解③：F,SWの機能
８．具体的な相談援助場面の理解④：事例(高齢１)

９．具体的な相談援助場面の理解⑤：事例(高齢２)
10．具体的な相談援助場面の理解⑥：ケアプラン
11．具体的な相談援助場面の理解⑦：事例(身体)
12．具体的な相談援助場面の理解⑧：事例(知的)
13．具体的な相談援助場面の理解⑨：事例(精神)
14．具体的な相談援助場面の理解⑩：自立支援法
15．相談援助における社会福祉援助技術の活用

授業時に随時指定。

出席状況や学習への参加状況、および、提出レポートなどを総合的に評価する。

後期が始まる時点で社会福祉援助技術演習Ⅲが単位取得済であること。４月の履修時点では、前期に社会福祉援
助技術演習Ⅲを取得見込みでもかまわない。

http://www.icc.ac.jp/


